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国⼟交通省 東北地⽅整備局 磐城国道事務所 調査課

0246-23-0963TEL

（平日 8:30〜17:15）

アンケートのご回答は までにお願いします。令和５年●⽉●日（●）

●●●●●●●@mlit.go.jpEmail

至 仙台

いわき湯本IC

いわきJCT

E49

E6

49

６

６

399

くさの

うちごう

ゆもと

いずみ

あかい

いわき中央IC

いわき市役所

いわき

至 東京

飯田

三沢

住吉

対象区間

なこそ

うえだ

いわき勿来IC

いわき市
林城

至 新潟

（仮）いわき小名浜IC

アンケート
対象区間

対象区間の道路について
ご意⾒をお聞かせください

【道路凡例】
⾼速道路
一般国道
主要地方道・県道
その他道路

４⾞線
２⾞線
事業中

よつくら

いわき三和IC

289

小名浜港

飯田

三沢

住吉

対象区間
林城

49

６

四沢

作鞍

成沢
中迎

小浜漁港入口
（感応式）

須賀蛭
（押しボタン式）

82880085
テキスト ボックス
資料６




2,298
2,151

1,073

752
623

0

500

1000

1500

2000

2500

福
島
県

い
わ
き
市

福
島
県

郡
山
市

山
形
県

東
根
市

山
形
県

酒
田
市

福
島
県

白
河
市

東
北

1
位

HPでさらに
詳しく紹介中!!

対象区間が抱えている課題対象区間が抱えている課題

主要幹線道路としての円滑性低下
 対象区間は信号交差点が短区間で連続しています。
 国道6号を直進する交通が多いですが、東⻄⽅向から流
⼊する交通量も多く、交差点が飽和しています。

 信号交差点の存在により、通過時間に遅れが生じていま
す。

⇒信号交差点の連続により慢性的な渋滞が発生し、ス
ムーズな⾛⾏ができません。

1

県内平均を上回る事故危険性
 対象区間の交差点は、死傷事故率が県内直轄
国道交差点平均の約３〜４倍です。

 追突事故が全体の約８割を占めています。
 飯⽥交差点の北側は⻑い下り坂となっており、
急ブレーキの発⽣頻度が特に⾼く、追突事故が
多発しています。

⇒県内平均を上回る事故が発生しており、
安全性が低下しています。

▼対象区間における交差点死傷事故率

▼対象区間の事故発生時の制動措置

出典︓事故データ(事故原票データ)H30〜R3の４年分データ）

救急搬送の速達性・安定性
 第三次救急医療機関「いわき市医療センター」に⼩名
浜地区・勿来地区から救急搬送する際、約８割が対
象区間を利⽤しています。

 渋滞により救急⾞の追い越しが出来ず、病院到着時
間の遅れが発⽣していることや、救急⾞のブレーキ発⽣
回数が多くなり、患者への負担が発生しています。

⇒渋滞等により、救急搬送の速達性や安定性に支障
が生じています。

▼救急⾞の⾛⾏状況（混雑時）

H30.10.18（木） 6:45〜8:30 飯田交差点から仙台方面を撮影

物流の速達性低下
 いわき市内の企業では、物流効率化に向
けて共同配送の取組を実施していますが、
渋滞によりルート変更や業務スケジュール
変更を余儀なくなれています。

 対象区間は時間帯を問わず⼤型⾞に利
⽤されていますが、混雑時は産業物流拠
点間の移動に時間を要しています。

⇒渋滞により、円滑な物流が確保されて
いません。

▼東北地⽅の市町村別製造品出荷額（化学⼯業）
（上位5市町村）

出典︓R3経済センサス

(億円)

▼林城交差点⻄側からの流⼊状況
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出典︓イタルダデータ(H30-R3)イタルダ区間別データの集計結果

対策方針の考え方対策方針の考え方

対応方針を検討する上で重視すべき事項について、以下の9項目を考えています。

地域の課題解消のため、2つの案を⽴案しました

案１
連続高架案

全線を連続高架とする案です。

案2
片側高架+平面拡幅案
信号交差点の⾼架化と⾞線拡幅の

併用案です。

政策目標

4 救急搬送環境の確保

安全な交通環境の確保2

円滑な物流ルートの確保3

配慮すべ き事項

8 沿道環境への影響

自然環境5

沿道アクセス6

用地への影響7

9 経済性

R2.8.7（⾦）7時台

至 林城交差点

至 小名浜玉川町

2 ▼対象区間の事故内訳
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追突事故の
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3
▼小名浜港→集荷拠点の所要時間比較

（貨物⾞）

出典︓ETC2.0プローブデータ （R4.10月平日）
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4
渋滞で⽴ち往⽣する

救急⾞

主要幹線道路としての円滑性確保1

第1案 連続高架案 第2案 片側高架+平面拡幅案

全線を連続高架とする案
（現況︓平⾯4⾞→計画︓⾼架4⾞（側道2⾞））

信号交差点の⾼架化と⾞線拡幅の併⽤案
（現況︓平⾯4⾞→計画︓平⾯6⾞、⾼架4⾞（側道2⾞））

構造イメージ

政
策
目
標

主要幹線道路とし
ての円滑性確保

交通容量の確保、
信号交差点の削減

・信号交差点の高架化により、交通容量が確保され、渋滞が緩和する。
・信号交差点の高架化により、交差点の通過時間の遅れが無くなり、円滑性が向上する。

・信号交差点の⼀部⾼架化及び⾞線拡幅により、交通容量が拡⼤し、渋滞が緩和する。
・ただし、信号交差点が⼀部残るため、交差点の通過時間の遅れが残り、円滑性の向上
は限定的である。

安全な交通
環境の確保

安全な交通環境
・渋滞の緩和により、渋滞に起因する事故の減少が期待される。
・飯⽥交差点北側の急勾配が解消されるため、飯⽥交差点における信号待ち⾞両への
追突事故の減少が期待される。

・渋滞の緩和により、渋滞に起因する事故の減少が期待される。
・飯⽥交差点北側の急勾配が解消されるため、飯⽥交差点における信号待ち⾞両への
追突事故の減少が期待される。
・ただし、信号交差点が一部残るため、渋滞に起因する事故の減少は限定的である。

円滑な物流
ルートの確保

物流ルートの
速達性の向上

・渋滞の緩和により、物流ルートの速達性が向上する。 ・現況よりも渋滞が緩和され、物流ルートの速達性が向上する。

救急搬送環境
の確保

救急搬送の
速達性、安定性

の向上

・渋滞の緩和により、救急搬送の速達性・安定性が向上する。
・飯⽥交差点北側の急勾配が解消されるため、救急搬送の安定性が向上する。

・現況よりも渋滞が緩和され、救急搬送の速達性・安定性が向上する。
・飯⽥交差点北側の急勾配が解消されるため、救急搬送の安定性が向上する。

配
慮
す
べ
き
事
項

自然環境 自然環境の改変
・⾼架区間が連続しており、⾼架下を道路空間として活⽤できるため、沿道の桜堤への影
響が小さい。

・⾼架下空間を活⽤できず、道路拡幅等に伴い⽤地買収が必要となるため、沿道の桜
堤への影響が大きい。

沿道アクセス
沿道施設への
アクセス性

・全線を高架としており、沿道施設には側道を経由してアクセスする必要があり、現況より
もアクセス性は下がる。

・沿道施設には直接アクセスできるため、アクセス性は現況と同等。

用地への影響
沿道施設の用地
への影響

・⾼架区間が連続しており、⾼架下を道路空間として活⽤できるため、沿道施設の用地
への影響が小さい。

・⾼架下空間を活⽤できず、道路拡幅等に伴い⽤地買収が必要となるため、沿道施設
の用地への影響が大きい。

沿道環境への影響
騒音・振動
による影響

・工事期間中は、高架橋脚の基礎工事に伴い、騒音・振動に配慮する必要がある。
・供用後は、高架区間では遮音壁等により騒音対策を実施しやすい。

・⼯事期間中は、⾼架橋脚の基礎⼯事や拡幅部の地盤改良⼯事に伴い、騒音・振動
に配慮する必要がある。
・供用後は、高架区間では遮音壁等により騒音対策を実施しやすい。

経済性 整備に関する費用 約350〜410億円 約270〜330億円

【平面図】

【横断図】 【横断図】

【平面図】

車道

( 立体部 )
車道歩道 車道 歩道車道歩道 車道 歩道

（高架部）

( 立体部 )

車道

車道歩道 車道 歩道
（高架部）



１枚目 ２枚目

あなたについてお聞かせください

年齢 □10代 □20代 □30代 □40代
□50代 □60代 □70代以上

職業
□会社員 □公務員 □自営業
□学生 □主夫・主婦 □無職
□その他（ ）

性別

※記載は任意です。
未記載とすることも可能です。

住所 郵便番号［ ］［ ］都・道・府・県
［ ］市・町・村［ ］地区

運転免許 □あり □なし

対象区間（国道6号小名浜地区（林城～飯田）の道路利用についてお聞きします。

（1）対象区間を利用する主な目的
を教えてください。【1つ選択】

１.仕事 ２.通勤 ３.通学 ４.家事(買物など)
５.通院 ６.送迎 ７.レジャー・ドライブなど
８.利用しない（※裏面の質問①へ）
９.その他（ ）

（2）対象区間の主な移動手段を教
えてください。【1つ選択】

１.自動車 ２.公共交通(ﾊﾞｽ・ﾀｸｼｰ) ３.バイク
４.自転車 ５.徒歩

（3）対象区間の利用頻度を教えて
ください。【1つ選択】

１.週に5回以上 ２.週に3～4回 ３.週に1～2回
４.月に1～2回 ５.年に数回

福島県いわき市平字五色町8-1

ご協力お願いいたします。

国土交通省 東北地方整備局
磐城国道事務所 調査課

アンケート事務局 行

※個人情報を同意なく第三者に開示・提供することはありません。
（法令により開示を求められた場合を除きます。） ⇒裏面に続きます

あなたについてお聞かせください

年齢 □10代 □20代 □30代 □40代
□50代 □60代 □70代以上

職業
□会社員 □公務員 □自営業
□学生 □主夫・主婦 □無職
□その他（ ）

性別

※記載は任意です。
未記載とすることも可能です。

住所 郵便番号［ ］［ ］都・道・府・県
［ ］市・町・村［ ］地区

運転免許 □あり □なし

対象区間（国道6号小名浜地区（林城～飯田）の道路利用についてお聞きします。

（1）対象区間を利用する主な目的
を教えてください。【1つ選択】

１.仕事 ２.通勤 ３.通学 ４.家事(買物など)
５.通院 ６.送迎 ７.レジャー・ドライブなど
８.利用しない（※裏面の質問①へ）
９.その他（ ）

（2）対象区間の主な移動手段を教
えてください。【1つ選択】

１.自動車 ２.公共交通(ﾊﾞｽ・ﾀｸｼｰ) ３.バイク
４.自転車 ５.徒歩

（3）対象区間の利用頻度を教えて
ください。【1つ選択】

１.週に5回以上 ２.週に3～4回 ３.週に1～2回
４.月に1～2回 ５.年に数回

福島県いわき市平字五色町8-1

ご協力お願いいたします。

国土交通省 東北地方整備局
磐城国道事務所 調査課

アンケート事務局 行

※個人情報を同意なく第三者に開示・提供することはありません。
（法令により開示を求められた場合を除きます。） ⇒裏面に続きます



●左の質問票を読み、あてはまる番号１つに〇を付けて
下さい。

●自由回答欄にはご自由に意見を記載してください。

ご協力ありがとうございました

国道6号小名浜地区（林城～飯田）アンケート調査 回答欄 ２枚目

質問➀ 対象区間にはどのような課題があると思いますか？
以下のＡ～Ｄの各項目について、あてはまる番号１つに〇を付けてください。
１.そう思う ２.ややそう思う ３.あまりそう思わない ４.そう思わない

項目 あなたの評価程度
Ａ．交通渋滞が発生し、日常生活の移動に支障を感じる １ ２ ３ ４
Ｂ．交通事故が多く安全性が低いと感じる １ ２ ３ ４
Ｃ．効率的な物流活動を阻害していると感じる １ ２ ３ ４
Ｄ．救急搬送時の速達性や安定性が低いと感じる １ ２ ３ ４

質問
➀

１.そう思う ２.ややそう思う ３.あまりそう思わない ４.そう思わない

Ａ．交通渋滞が発生し、日常生活の移動に支障を感じる
Ｂ．交通事故が多く安全性が低いと感じる
Ｃ．効率的な物流活動を阻害していると感じる
Ｄ．救急搬送時の速達性や安定性が低いと感じる

質問
③

対応方針を検討する際に重視すべきと思うことは何で
すか？以下のＡ～Ｊの各項目について、あてはまる番
号１つに〇をつけてください。

１.重視すべき ２.必ずしも重視しなくてよい ３.重視しなくてよい

Ａ．評価対象区間（林城・飯田交差点）の渋滞が改善すること（渋滞）
Ｂ．交通事故が少なくなり、走行する際の安全性が向上すること（事故）
Ｃ．目的地への移動時間が短縮し、到着時間が読み易くなること（移動時間）
Ｄ．救急搬送の時間が短くなり、速達性・安定性が向上すること（救急搬送）
Ｅ．道路沿いの自然環境（桜堤）への影響が小さいこと（自然環境）
Ｆ．沿線から国道6号へのアクセスがしやすいこと（沿道からのアクセス）
Ｇ．道路整備に伴う沿道や家屋等への影響が小さいこと（沿道用地への影響）
Ｈ．工事中の騒音・振動が小さいこと（工事中の騒音・振動）
Ｉ．供用後の騒音・振動が小さいこと（供用後の騒音・振動）
Ｊ．道路をつくる費用が安いこと（経済性）

質問
④

質問③の中で特に重視する項目について、そう思わ
れる理由を記載してください。

質問
⑤

質問③の項目以外で、重視すべきと思われることを
記載してください。

回答例

質問③ 対応方針を検討する際に重視すべきと思うことは何ですか？
以下のＡ～Ｊの各項目について、あてはまる番号１つに〇をつけてください。
１.重視すべき ２.必ずしも重視しなくてよい ３.重視しなくてよい

項目 あなたの評価程度
Ａ．評価対象区間（林城・飯田交差点）の渋滞が改善すること １ ２ ３
Ｂ．交通事故が少なくなり、走行する際の安全性が向上すること １ ２ ３
Ｃ．目的地への移動時間が短縮し、到着時間が読み易くなること １ ２ ３
Ｄ．救急搬送の時間が短くなり、速達性・安定性が向上すること １ ２ ３
Ｅ．道路沿いの自然環境（桜堤）への影響が小さいこと １ ２ ３
Ｆ．沿線から国道6号へのアクセスがしやすいこと １ ２ ３
Ｇ．道路整備に伴う沿道や家屋等への影響が小さいこと １ ２ ３
Ｈ．工事中の騒音・振動が小さいこと １ ２ ３
Ｉ．供用後の騒音・振動が小さいこと １ ２ ３
Ｊ．道路をつくる費用が安いこと １ ２ ３

質問② 質問①で提示した項目以外に、課題だと感じていることを具体的に記載してください。

国道6号小名浜地区（林城～飯田）アンケート調査 回答欄 1枚目

質問④ 質問③の中で特に重視する項目について、そう思われる理由を記載してください。
項目

質問⑤ 質問③の項目以外で、重視すべきと思われることを記載してください。

対象区間にはどのような課題があると思いますか？以
下のＡ～Ｄの各項目について、あてはまる番号１つに
〇をつけてください。

質問
②

質問
②

質問①で提示した項目以外に、課題だと感じている
ことを具体的に記載してください。

ご協力ありがとうございました

質問➀ 対象区間にはどのような課題があると思いますか？
以下のＡ～Ｄの各項目について、あてはまる番号１つに〇を付けてください。
１.そう思う ２.ややそう思う ３.あまりそう思わない ４.そう思わない

項目 あなたの評価程度
Ａ．交通渋滞が発生し、日常生活の移動に支障を感じる １ ２ ３ ４
Ｂ．交通事故が多く安全性が低いと感じる １ ２ ３ ４
Ｃ．効率的な物流活動を阻害していると感じる １ ２ ３ ４
Ｄ．救急搬送時の速達性や安定性が低いと感じる １ ２ ３ ４

質問③ 対応方針を検討する際に重視すべきと思うことは何ですか？
以下のＡ～Ｊの各項目について、あてはまる番号１つに〇をつけてください。
１.重視すべき ２.必ずしも重視しなくてよい ３.重視しなくてよい

項目 あなたの評価程度
Ａ．評価対象区間（林城・飯田交差点）の渋滞が改善すること １ ２ ３
Ｂ．交通事故が少なくなり、走行する際の安全性が向上すること １ ２ ３
Ｃ．目的地への移動時間が短縮し、到着時間が読み易くなること １ ２ ３
Ｄ．救急搬送の時間が短くなり、速達性・安定性が向上すること １ ２ ３
Ｅ．道路沿いの自然環境（桜堤）への影響が小さいこと １ ２ ３
Ｆ．沿線から国道6号へのアクセスがしやすいこと １ ２ ３
Ｇ．道路整備に伴う沿道や家屋等への影響が小さいこと １ ２ ３
Ｈ．工事中の騒音・振動が小さいこと １ ２ ３
Ｉ．供用後の騒音・振動が小さいこと １ ２ ３
Ｊ．道路をつくる費用が安いこと １ ２ ３

質問② 質問①で提示した項目以外に、課題だと感じていることを具体的に記載してください。

質問④ 質問③の中で特に重視する項目について、そう思われる理由を記載してください。
項目

質問⑤ 質問③の項目以外で、重視すべきと思われることを記載してください。

ご自由に記載してください
（●●●●●●●●●●●●●●●●●● など）

ご自由に記載してください
（●●●●●●●●●●●●●●●●●● など）

ご自由に記載してください
（●●●●●●●●●●●●●●●●●● など）

Ａ



福島県いわき市平字五色町8-1

ご協力お願いいたします。

※個人情報を同意なく第三者に開示・提供することはありません。
（法令により開示を求められた場合を除きます。）

国土交通省 東北地方整備局
磐城国道事務所 調査課

アンケート事務局 行

⇒裏面に続きます

貴事業所ついてお聞かせください
貴社名

業種 □製造業 □卸売業 □サービス業
□運輸業 □その他［ ］

電話番号

所在地 郵便番号［ ］［ ］都・道・府・県
［ ］市・町・村［ ］地区

ご担当者様 所属［ ］
氏名［ ］

対象区間（国道6号小名浜地区（林城～飯田）の利用状況についてお聞きします。

（1）対象区間を利用する主な目的を教えてく
ださい。【1つ選択】

１.営業 ２.運送・運搬 ３.送迎
４.旅客
５.その他（ ）

（2）対象区間の主な利用手段を教えてくださ
い。【1つ選択】

１.乗用車 ２.大型貨物車
３.小型貨物車
４.その他（ ）

（3）対象区間の利用頻度を教えてください。
【1つ選択】

１.週に5回以上 ２.週に3～4回
３.週に1～2回 ４.月に1～2回
５.年に数回
６.その他（ ）

このアンケートはいわき市の製造業、卸売業等
の事業所に配布しています。
企業(または部署)としてのご回答をお願いい

たします。

事業所配布のアンケートは、各事業所１通分
の送付としております。お近くの郵便ポストに投函
いただくか、下記の設置場所の回収ボックスに投
函をお願い致します。
また、インターネットからの回答も可能となって

おります。

◆返信方法
※以下のいずれかで返信をお願い致します。
①お近くの郵便ポストに投函をお願い致します。
②磐城国道事務所、いわき市役所、公共施設、
道の駅等の回収ボックスに投函をお願い致
します。

◆締切 令和5年●月●日（●）



●上記の質問票を読み、あてはまる番号１つに〇を
付けて下さい。

●自由回答欄にはご自由に意見を記載してください。

国道6号小名浜地区（林城～飯田）アンケート調査 回答欄

回答例

質問
➀

Ａ．交通渋滞が発生し、日常生活の移動に支障を感じる
Ｃ．効率的な物流活動を阻害していると感じる

対象区間にはどのような課題があると思いますか？
以下のＡ～Ｄの各項目について、あてはまる番号１つに〇をつけてください。

Ｂ．交通事故が多く安全性が低いと感じる
Ｄ．救急搬送時の速達性や安定性が低いと感じる

質問①で提示した項目以外に、課題だと感じていることを具体的に記載してください。質問
②

質問
③

対応方針を検討する際に重視すべきと思うことは何ですか？
以下のＡ～Ｊの各項目について、あてはまる番号１つに〇をつけてください。

Ａ．評価対象区間（林城･飯田交差点）の渋滞が改善すること（渋滞）

Ｃ．目的地への移動時間が短縮し、到着時間が読み易くなること（移動時間）

Ｅ．道路沿いの自然環境（桜堤）への影響が小さいこと（自然環境）

Ｇ．道路整備に伴う沿道や家屋等への影響が小さいこと（沿道用地への影響）

Ｉ．供用後の騒音･振動が小さいこと（供用後の騒音・振動）

Ｂ．交通事故が少なくなり、走行する際の安全性が向上すること（事故）

Ｄ．救急搬送の時間が短くなり、速達性･安定性が向上すること（救急搬送）

Ｆ．沿線から国道6号へのアクセスがしやすいこと（沿道からのアクセス）

Ｈ．工事中の騒音･振動が小さいこと（工事中の騒音・振動）

Ｊ．道路をつくる費用が安いこと（経済性）

質問③の中で特に重視する項目について、そう思われる理由を記載してください。質問
④

質問③の項目以外で、重視すべきと思われることを記載してください。質問
⑤

１.そう思う ２.ややそう思う ３.あまりそう思わない ４.そう思わない

１.重視すべき ２.必ずしも重視しなくても良い ３.重視しなくても良い

ご協力ありがとうございました

質問➀ 対象区間にはどのような課題があると思いますか？
以下のＡ～Ｄの各項目について、あてはまる番号１つに〇を付けてください。
１.そう思う ２.ややそう思う ３.あまりそう思わない ４.そう思わない

項目 あなたの評価程度
Ａ．交通渋滞が発生し、日常生活の移動に支障を感じる １ ２ ３ ４
Ｂ．交通事故が多く安全性が低いと感じる １ ２ ３ ４
Ｃ．効率的な物流活動を阻害していると感じる １ ２ ３ ４
Ｄ．救急搬送時の速達性や安定性が低いと感じる １ ２ ３ ４

質問③ 対応方針を検討する際に重視すべきと思うことは何ですか？
以下のＡ～Ｊの各項目について、あてはまる番号１つに〇をつけてください。
１.重視すべき ２.必ずしも重視しなくてよい ３.重視しなくてよい

項目 あなたの評価程度
Ａ．評価対象区間（林城・飯田交差点）の渋滞が改善すること １ ２ ３
Ｂ．交通事故が少なくなり、走行する際の安全性が向上すること １ ２ ３
Ｃ．目的地への移動時間が短縮し、到着時間が読み易くなること １ ２ ３
Ｄ．救急搬送の時間が短くなり、速達性・安定性が向上すること １ ２ ３
Ｅ．道路沿いの自然環境（桜堤）への影響が小さいこと １ ２ ３
Ｆ．沿線から国道6号へのアクセスがしやすいこと １ ２ ３
Ｇ．道路整備に伴う沿道や家屋等への影響が小さいこと １ ２ ３
Ｈ．工事中の騒音・振動が小さいこと １ ２ ３
Ｉ．供用後の騒音・振動が小さいこと １ ２ ３
Ｊ．道路をつくる費用が安いこと １ ２ ３

質問② 質問①で提示した項目以外に、課題だと感じていることを具体的に記載してください。

質問④ 質問③の中で特に重視する項目について、そう思われる理由を記載してください。
項目

質問⑤ 質問③の項目以外で、重視すべきと思われることを記載してください。

（回答はがきに記入をお願い致します。）

ご自由に記載してください
（●●●●●●●●●●●●●●●●●● など）

ご自由に記載してください
（●●●●●●●●●●●●●●●●●● など）

ご自由に記載してください
（●●●●●●●●●●●●●●●●●● など）Ａ


